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機械選定表

大口径型

適用範囲

変位低減型 ステップ 1

標準型

硬質型

1,000
　～1,200

1,300
　～1,400

1,500
　～1,600

1,700
　～2,000

施工可能深度（m）

粘 性 土（ N 値 ）

砂 質 土（ N 値 ）

有機質土（N値）

礫質土（礫径mm）

改 良 径（ mm ）

≦36

≦15

≦40

≦5

≦200

≦36

≦15

≦35

≦5

≦150

≦36

≦10

≦30

≦5

≦100

1,600 1,800 2,000

施工可能深度（m）

粘 性 土（ N 値 ）

砂 質 土（ N 値 ）

有機質土（N値）

改 良 径（ mm ）

≦50

≦15

≦35

≦5

≦50

≦10

≦30

≦5

≦50

≦10

≦30

≦5

礫質土
（ N 値 ）
（礫径mm）
（混入率％）

≦50
≦300
≦30

≦45
≦300
≦25

≦40
≦300
≦20

≦36

≦4

≦15

≦5

≦100

DCS-335
DHP-85クラス

DCS-360
DH-508クラス

DCS-360
DH-608クラス

DCS-365
DH-658クラス

DCS-360-H
DH-608クラス

DCS-365-H
DH-658クラス

DCS Plus 工法DCS Plus 工法

DCS Plus 工法DCS Plus 工法

DCS工法DCS工法

DCS Plus工法はDCS工法を発展させ、時代のニーズに合わせ進化した工法です。

DCS撹拌翼を最適化することで、従来の最大コラム径  2,000mmを上回る
  2,500mmのコラムの造成を可能としました。

ステップ 2

ステップ 3

  2,500mm

断面積比

1.56

2.44
1.56

  2,000mm

  1,600mm

10m

施工深度

20m

28m

36m
33m

30m

40m

50m

施工概念図（スリーステップ排土方式）

原位置土を外翼・内翼により外側に
押し出すことなく貫入撹拌する。

余剰土を階段状配置の内翼で
上部に押し上げる。

撹拌翼から押し上げられた余剰土を、ケーシングに階段状配置した
補助翼により上部へ排土する。

外縦翼の部材形状を最適化すること
により、貫入撹拌時に改良土を外側
に押し出すことなく撹拌し、余剰土を
上方へ速やかに排土することで周辺
地盤の変位を低減させる工法です。

2,50
0mm

2,50
0mm

撹拌ヘッド内翼
回転方向

外翼（縦翼）
ケーシング回転方向

原位置土の撹拌

余剰土の押上げ

撹拌ヘッド内翼
回転方向

外翼（縦翼）
ケーシング回転方向

余剰土の押上げ

撹拌ヘッド内翼
回転方向

外翼（縦翼）
ケーシング回転方向


